











Reception of “Little Red Riding Hood” in Japan 



















This paper analyzed elements that were changed in “Little Red Riding Hood” in 110 Japanese 
translations published during the Heisei era (1989-2019), and to consider those changes from the 
perspectives of childhood education and gender. 
Most books published during this period were faithful to the original text, but parody versions also 
appeared. The most remarkable change was the introduction of the second story, in which two women 
(grandmother and grandchild) worked together to drown the wolf in a stone tub. Another change was the 
appearance of the brave mother who came to the rescue, beating the wolf’s head with a frying pan and 
killing him. Such changes provided an important message from a gender perspective: instead of the idea that 
“a weak woman should be protected by a strong man,” there was the notion that “a clever woman can 
overcome a bad wolf without a man’s help.” 
However, the person who sewed up the wolf’s stomach was changed from the hunter to the grandmother. 
Sewing up the beast, essentially the work of a hunter and considered men’s work, was replaced with 
needlework, and thus became women’s work. The fixed gender roles of men and women of the modern time 
were thus apparent in such books. 
One enlightened change was the appearance of a good wolf. The good wolf approached the girl to become 
friends rather than to eat her. There are good wolves and bad wolves in the world; a child should not 
therefore be prejudiced to all wolves. We should consider what is more important; political correctness or 




















































































































































【図 3 北見葉胡絵 那須田訳 74】 敗により学習力を獲得した娘の話として教育的意図が明確になる。本文を改変せ
ず後日談まで載せている、原典に忠実な貴重な絵本である【図3】。 




























































 グリム版の改変版は 45冊24、改作版は 7 冊25ある。最大の改変は最後に悪い
狼が殺されないことである。そのまま森に逃げるのが9話26、死なないのが   【図6 飯野和好絵 矢川訳43】 
3話㉔㉜○83、生死不明なのが 10話27ある。原典では腹に石を詰められた狼は腹が重くて床に倒れて死ぬのだが、
































































である。                                           
(3) 救済者を針鼠に変更 
2009年のすぎうらさやか文／絵の本○65では、救済者が針鼠である。針鼠

























































に、いろんなオオカミがいるんだよ。」狼の子どもは目を覚ますと、泣き出し、「ぼくね ずっと ともだちが ほ


















































【図10 船道愛子絵 本上紙魚子文78】                           【図11 さこももみ絵 72】 
 
【資料】 
① 1989年2月 スタジオパフ文・童公佳他絵『3さいの本 おはなし』講談社 
② 1989年7月 平田昭吾著 高橋信也画『赤ずきん』よい子とママのアニメ絵本21 ブティック社  
③ 1989年7月 さとうまきこ作 原ゆたか絵『いたずらあかずきんちゃん』あかね書房 
④ 1989年12月 ペロー原作 定松正訳 サラ・ムーン絵 『赤ずきん』西村書店 
⑤ 1993年3月 ペロー作 TBSブリタニカ訳 リマ絵『赤ずきん・ろばのかわ』ファブリ世界界名作シリーズ 
17 TBSブリタニカ  
⑥ 1990年2月 幼年国語教育会編 松村太三郎／田中四郎絵『赤頭巾ちゃん』花園文庫5 登龍館 
⑦ 1990年4月 筒井敬介著『あかずきんちゃん』カセット絵本アポッコ アポロン 
⑧ 1990年5月 間所ひさこ文 松永禎郎絵『あかずきん』チャイルド絵本館2 グリム童話 チャイルﾄ本社 
⑨ 1990年8月 乾侑美子『グリムの昔話から１』 語り手たちの会 
⑩ 1991年1月 ヴァージニア・ハヴィランド編 シャルル・ペロー原作 小林忠夫訳 レイモンド・ブリッ 
グズ絵『赤ずきん』ブリッグズの世界名作童話集Ⅲ 篠崎書林 
⑪ 1991年2月 グリム原作 武井直樹文 湯村タラ絵『あかずきん』ミキハウス 
⑫ 1991年2月 グリム原作 若林利代文 頓田室子絵『あかずきんちゃん』世界の名作庫5 金の星社  
⑬ 1991年12月 武鹿悦子文 秋里信子絵『あかずきん』名作昔話絵本 ひかりのくに 
⑭ 1992年4月 樋口淳文 片山健絵『あかずきん』世界みんわ絵本・フランス ほるぷ出版 
⑮ 1993年6月 こわせたまみ文 いかわひろこ絵『あかずきん』世界名作えほんライブラリー⑤ フレーベル館 
⑯ 1993年5月 岡田陽／落合聡三郎編 金平正作『学校劇選集①』玉川学出版部 
⑰ 1993年9月 リチャード・スキャーリー文／絵 くまがいこうじ訳『スキャーリーの赤ずきん』金の星社 
⑱ 1994年7月 シャルル・ペロー原作 久米穣文 ホセ・ラバレイヨ絵『あかずきんちゃん』世界の名作 
おはなしの森2 講談社インターナショナル（原作スペイン・パラモン社） 
⑲ 1994年7月 ディック・ブルーナ作 角野栄子訳『あかずきん』講談社 
⑳ 1994年12月 早野美智代文 宮本忠夫絵『あかずきん』（グリム童話）小学館 
㉑ 1995年5月 ささきたづこ文 いもとようこ絵『赤ずきん』はじめてのおはなし絵本１ 講談社 
㉒ 1995年5月 小池タミ子文 奈良坂智子絵『赤ずきん』メイト 
㉓ 1995年8月 わらべきみか絵『あかずきん』あかちゃんめいさく ひさかたチャイルド 
㉔ 1995年10月 ジョナサン・ラングレイ著 斉藤洋訳『あかずきんちゃん』岩崎書店 
㉕ 1996年5月 西本鶏介文 つかさおさむ絵『グリム』21世紀幼稚園百科 おはなし名作編 小学館 
㉖ 1996年6月 ヤーコプ・グリム／ヴィルヘルム・グリム著 天沼春樹訳『魔法の森の女たち』パロル舎 




㉘ 1996年11月 西本鶏介文 いもとようこ絵『子どもとお母さんのためのお話―世界のお話』講談社 
㉙ 1996年12月 平田昭吾文 大野豊絵『赤ずきん』アニメ立体絵本 世界の名作5 ポプラ社 
㉚ 1998年7月 La Zoo構成 すがわらけいこ絵『あかずきん』はじめての名作仕掛け絵本4 学習研究社 
㉛ 1998年8月 早野美智代文 浜田るり子絵『あかずきん』講談社 
㉜ 1998年12月 岡田純也編著 木谷光江作「赤ずきん」『劇あそび脚本集』ひかりのくに 
㉝ 1999年4月 欄巴文 上田三根子絵『あかずきん』ふぁーすとぶっく 名作シリーズ４ 小学館 
㉞ 1999年5月 立原えりか文 和歌山静子絵『赤ずきん』講談社 
㉟ 1999年6月 西本鶏介文 藤田新策絵『グリム童話』ポプラ社 
㊱ 1999年8月 矢部美智代文 浜田るり子絵『あかずきん』おはなしみずぬりえあそびえほん 講談社 
㊲ 2000年5月 神沢利子文 岩本康之亮絵『あかずきん』チャイルド絵本館  
㊳ 2000年5月 いもとようこ文／絵『あかずきん』岩崎書店 
㊴ 2001年1月 樋口雅一著『まんがグリム童話 第1巻 親が知らない「子の心」』 講談社 
㊵ 2001年3月 斉藤洋作『グリム童話 二年生』偕成社 
㊶ 2001年7月 落合恵子訳『あかずきん』絵本新編グリム童話選 毎日新聞社 
㊷ 2001年8月 シャルル・ペロー文 エリック・バトゥー絵 池田香代子訳『ペローの赤ずきん』講談社 
㊸ 2001年9月 矢川澄子再話 飯野和好絵『あかずきん』教育画劇 
㊹ 2001年9月 J&W・Grimm著 熊野驥一郎訳注『赤ずきん』イングリッシュシリーズ11 語学春秋社 
㊺ 2002年5月 西本鶏介文 丸山明子絵『あかずきんちゃん』アンデルセン＆グリム2 チャイルド本社 
㊻ 2003年4月 矢部美智代文 とりごえまり絵『世界名作30選 おともだちよみきかせえほん』講談社 
㊼ 2004年1月 北川幸比古／鬼塚りつ子『グリム・イソップ童話集』世界文化社 
㊽ 2004年8月 山口四郎訳『グリム童話１』冨山房 
㊾ 2004年12月 バーリー・ドハティ文 ジェーン・レイ絵 神戸万知訳『絵巻物語 フェアリーテイル』原書房 
㊿ 2005年3月 柿沼美浩文 中村満絵『あかずきん』キープ（絵本＋DVD＋CD）英語併記 
○51 2005年4月 グリム兄弟作 天沼春樹訳 大竹茂夫絵『あかずきん』絵本グリムの森⑥ パロル舎 
○52 2005年7月 古藤ゆず文 かろくこうぼう人形『あかずきん』めいさくのたからばこ 学研教育 
○53 2005年9月 中島和子文 牧野鈴子絵『赤頭巾』出会い文庫9 登龍門 
○54 2005年10月 川元咲乃／木野彩花文『AKAZUKIN POP in CUP』フローベル館 
○55 2005年12月 クリスティーヌ・アリソン著 高橋啓訳『365日のベッドタイム・ストーリー』飛鳥新社 
○56 2006年9月 平田昭吾著  高橋信也絵『赤ずきん』 (動く絵本DVD付) 英語併記  産経新聞出版 
○57 2006年11月 はやのみちよ文 ほっぷ絵『赤ずきん』ポプラ社 
○58 2006年11月 島津和子編 山下以登絵『じゃぶじゃぶ紙芝居17 あかずきん』フロンティアニセン 
○59 2006年11月 まえだえま文 ふりやかよこ絵『ママといっしょに あかずきんちゃん』ポプラ社 
○60 2006年12月 寺村輝夫文 杉田豊絵『あかずきんちゃん』世界名作おはなし絵本 小学館 
○61 2007年6月 いもとようこ文／絵『あかずきんちゃん』金の星社 
○62 2007年6月 小澤俊夫監訳 小澤昔ばなし研究所再話『語るためのグリム童話2』小峰書店 
○63 2007年6月 間所ひさこ文 平きょうこ絵『グリムおはなし絵本』3歳から親子で楽しむ本 主婦と生活社 
○64 2007年12月 小春久一郎編 香山美子文 秋里信子絵『語り聞かせ 世界むかしばなし たっぷり68話！』 
ひかりのくに  
○65 2009年3月 すぎうらさやか文／絵『赤ずきん』白泉社 
○66 2009年5月 山本和子文 アンナ・ツスソウバ絵『あかずきん』学研おとぎばなし 学研教育みらい 
○67 2009年7月 マーレンス・カチューピカ作 山本まつよ訳『赤ぼうしちゃん』子ども文庫の会 
○68 2009年12月 西川律子文／絵『もうひとつの赤ずきんちゃん』銀の鈴社 英語併記 
○69 2009年 グリム兄弟原作 虎頭恵美子文 篠崎三朗絵『赤ずきん』世界文化社 
○70 2010年6月 竹内もと代作 辻村鮎子絵 柴田勝重編著『魔法つかい赤ずきんちゃん』ポプラ社 
○71 2010年10月 大石真文 すまいるママ絵「赤ずきん」『名作よんでよんでグリム童話15話』学研プラス 
○72 2010年11月 La ZOO編 さこももみ絵『あかずきん』はじめてのめいさくしかけえほん4 学研教育出版 
○73 2011年6月 楠山正雄訳 薙梛緒絵『赤ずきんちゃん』東葛西豆本シリーズ 
○74 2012年3月 那須田淳訳 北見葉胡画『あかずきん』岩崎書店  
○75 2002年10月 大塚勇三訳 フェリクス・ホフマン画『赤ずきん グリムの昔話2』 福音館書店 
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○76 2012年6月 西本鶏介文『グリム童話』ポプラ社 
○77 2012年11月 大石真文 小方桂子編『よんでよんで おやすみ前のお話366話』1巻 学研教育出版 
○78 2013年2月 本上紙魚子文 船道愛子絵『あかずきん』せかいめいさくアニメえほん11 河出書房新社 
○79 2013年2月 佐々梨代子／野村泫訳 ハンス・フィッシャー絵『メルヘンビルダー』こぐま社 
○80 2013年4月 立原えりか文 立樹まや絵『キラキラかわいいおんなのこのおはなし』ナツメ社 
○81 2014年3月 那須田淳文 おおでゆかこ絵「赤ずきんちゃん」野上暁編著『子どもに読んであげたい365 
日のおはなし』成美堂 
○82 2014年4月 グリム作 矢川澄子訳 こみねゆら絵「あかずきん」西本鶏介編『いつまでも心に残る女の 
子に贈りたい名作』PHP研究所 
○83 2014年5月 中島千絵文 南あかり画『あかずきん』名作アニメかみしばい 永岡書店 
○84 2014年11月 佐古百美 苅田澄子著編『あかずきん』0～3さい カードつき名作 学研教育出版  
○85 2014年12月 内田伸子『やさしい思いやりの心をはぐくむ女の子のお話』ナツメ社 
○86 2015年2月 千葉幹夫著『グリムどうわ』母と子のおやすみまえの小さな絵本 ナツメ社 
○87 2015年3月 立原えりか文 青山みるく絵『立原えりかのグリム童話』朝日学生新聞社 
○88 2015年5月 高見のっぽ文 田頭よしたか絵『赤頭巾』なかよし文庫5 登龍門 
○89 2015年6月 秋田喜代美編『こころを育てるおはなし101』高橋書店 
○90 2015年7月 グザビエ・ドゥヌ作『あかずきんちゃん』おはなしデコポン絵本（立体的絵本）小学館 
○91 2015年8月 いしいいくよ文 八木橋麗代絵「赤ずきん」PHP研究所編『ポケット版考える力を育てる話 
100』PHP研究所 
○92 2016年2月 早野美智代再話 すまいるママ絵「あかずきん」『めばえ』3月号 小学館 
○93 2016年４月 間所ひさこ再話『教科書に出てくる世界の昔話１』あかね書房 
○94 2016年４月 シャルル・ペロー原作 ツェーザリ・キュイ作曲 山西和枝訳『赤ずきん』（オペラ）圭文社 
○95 2016年6月 川並知子制作『あかずきん』こどもとつくるおりがみえほん 聖徳大学出版会 
○96 2016年6月 NPO多言語多読再話 酒井茜絵『赤ずきんちゃん』大修館書店 
○97 2016年11月 グリム兄弟作 安東みきえ文 ORANGE絵『グリム童話』世界名作どうわ15 ポプラ社 
○98 2016年12月 ささきあり文 秋咲りお絵「あかずきん」西東社編集部『おんなのこのめいさくえほん ベ 
ストセレクション80』西東社 
○99 2016年12月 西東社編集部『心をはぐくむ てのひら名作えほん』西東社 
100 2017年3月 種村拡文 ささめやゆき絵『暗黒グリム童話集』講談社 
101 2017年5月 こわせたまみ文 植田真絵『あかずきん』グリム童話 フレーベル館 
102 2017年6月 小川こころ文 水野ぷりん絵『ココロが育つよみきかせ絵本 グリム童話50選』東京書籍 
103 2017年12月 ジャン・リュック・ピュケ著 大澤千加訳『赤ずきんーオオカミのひみつ』洋洋社 
104 2018年3月 中脇初枝文 岩崎知子絵『あかずきん』はじめての世界名作えほん5 ポプラ社 
105 2018年9月 カトウシンジ著『あかずきんちゃん』ワークス 
106 2018年9月 千葉幹夫編著 黒井健絵『読み聞かせおはなし絵本1』むかしばなし・名作20 成美堂 
107 2018年12月 はまだみわ文／絵 『あかずきん』石田製本 
108 2019年3月 PHP研究所編『考える力を育てるお話』PHP研究所 
109 2019年3月 堀川理万子文／絵「赤ずきん」小澤俊夫監修『読んでおきたいお話 小学１年』成美堂 









2 ④は【資料】の番号を指す。ただし100以上の番号は 100 で表示する。 
3 シャルル・ペロー原作 ツェーザリ・キュイ作曲 山西和枝訳『赤ずきん』圭文社 2016 年 はじめに  Кюи, 
Цезарь Антонович, Красная шапочка, Детская опера-сказка (по Перро) / Текст М. С. П.; Муз. Цезаря  
梅花女子大学心理こども学部紀要, 10
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Кюи. Москва 1912.(ロシア語と日本語のテキスト照合は丸尾美保氏に依頼し、忠実訳であることを確認した)。 
4 寺村輝夫編『ファブリ世界名作シリーズReader’s Guide』 TBSブリタニカ 1990年 奥付「原書の執筆者たち」。 

























23 Little Red Riding Hood and Other Stories, Translated by A. Atkin Stuart, Ill.by Yoko Imoto. Tokyo: 







と混成して語ったのではないか、とロルフ・ハーゲン（1955）も論文で指摘している。Hagen, Rolf, Perraults 
Märchen und die Brüder Grimm, Zeitschrift für Deutsche Philologie.74, pp. 392-410. 
29 1,6,7,16,19,20,23,25,30,32,33,43,52,55,56,61,64,71,72,81,83,84,85,88,89,90,92,95,98,99,102,106=32 話。 
30 1,6,7,20,23,30,31,32,33,36,49,50,52,55,61,64,72,78,80,81,83,84,85,88,92,98,99,101,102,106,107=31話。 
31 2,11,19,23,25,31,33,36,50,56,80,85,87,89,90,92,96,98,99,101,106=21話。 
32 Little Red Riding Hood, Retold by Vera Southgate, Ill. by Peter Stevenson. Loughborough: Ladybird 1988． 
33 ⑱ 奥付に、印刷・製本 c/o Paramón Ediciones, S. A. in Spainと明記されている。 
34 Little Red Riding Hood (© Shiba production), A Living Story Book. New York: Crown 1959. 




イザー）https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/21/2/1188512_1092.html  アクセス2019年11月1日  
37 會澤まりえ／大野実「『かわいい文化』の背景」『尚絅学院大学紀要』59号 2010年 23頁。2010.2.18. NHK 
「東京カワイイ★ＴＶ」は通常日曜日放送。 
38 西川律子文絵『もうひとつの赤ずきんちゃん』銀の鈴社 2009年 あとがき。 
39 昭和期における「赤ずきん」については、注１の拙論（『梅花児童文学』27号,86-103頁）を参照。 
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